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黒色肉腫患者のレ線照射部位に白斑を生じた一例

　　　　　　　　　昭和28年8月11日受付

　　　　信州大学医学部放射線医学教室　（主任　金田教授）

松沢大樹　渡辺研　近藤廉治

A case of leucoderma in the x-rayed portion of a 

patient of melanosarcoma

Department　of　Radiology，　Facu1七y　of　Medicine，　Shhユshu　Univarsity

　　　　　　　（DireGtor　；Prof．　Hiromu　I〈．ai’．ieda）

Taiju Matsuzawa. Migaku Watanabe. Renji Kondo.

　We　experienced　a　case　of　Ieucoderma，　which　appeared　in　the　x－rayed　I）ortion　of　a　patien七

〇fmelanosarcoma　multiplex　on　the　whole　body．　As　the　skin　of七he　patien七was　so　sensitive

to　tho　x－ray　that　even　1000　r　radiation　showed　to　be　enough　to　produce　a　mftrkecl　p三grnenta－

tion，　and　it　Ivas．　difficu1七to　irradiate　more　than　34001’owing　to｛ts　harmful　influence　to士he

8kin。　The　leucoderma　appeared　not　in　all　x－rayed　plaees，　bu七was　remarkable　o1ユ1y　in　places

where　both　the　irradiation　and　Nitromin　injeetion　were　combined．　　Therefore，　besides　the　x－

ray，　we　cannot　disregarcl　the　action　of　Nitromin　as　the　catuse　of　leucoclerma．　We　tr三cd　：ome

discussions　upon　its　genesis．

　　　　　　　　緒　　　　言

　後天性白斑の誘因に関しては，疲痕，圧迫，強度の

日光照射，頻回にわたる凍傷，或ひは皮膚の発疹等が

挙げられているが，爾誘因不明のものが多数を占め，

その成因に関しては，未だ假説の域を脱していないo

吾々が経験した症例は後述の如く明かにレ線照射が皮

膚白斑の誘因と考へられるもので，吾々の渉猟した範

囲に於ては，これに関する報告は見当らない。この症工

例は成因を追及するのに興味ある事実であると考へら

れるので，こSにその経過所見を報告し，合せてその

成因に関し老察したい。

　　　　　　　病歴及び経過
　父は51才で脳溢血により死亡し，母は現在健康で，

其の他家族に特に遣伝性叉は伝染性の疾患は認められ

ないL患者は41才の農家の主婦で，11才で急性腎炎，

21才で左湿性肋膜炎を経過し，31才で急性虫垂炎によ

る虫垂切除術，35才で子宮筋腫による子宮摘除術を受

けている。幼時から帽針頭大暗緑色の色素性母斑が左

乳房と左腋窩の略申間にあり，永年何等の自覚症状な

く叉他覚的にも変化を認めることなく経過したが，数

年来徐々に増大の傾向を示し，1950年9月顕に到ると

ま母指頭大となり，色も黄赤色に変化した。併し自覚的に

は全く無症状であつた。同年10月3日某外科医院を訪

れ腫瘤の摘除を受けたが，約2週間後には手術創の周

囲の組織が再び腫脹して来るのが認められた。其の後

上記の腫瘤は漸次増大する傾向が見受けられ，又左腋

窩にも新しく小豆大の腫瘤を触知するに到つたので，

信州大学医学部附属病院丸田外科外来を訪れた。そこ

で直ちに悪性腫瘍の臨床診断のもとに，左腋窩廓清を

含む左乳房切断術を受けた。此のとき腫瘍は病理組織

学的に黒色肉腫と診断された。翌年1月8日に退院し

その後同年7月に左前胸部に2550r，左腋窩に1500r，

11月には前記両部に夫々1200r宛レ線照射を受けて

いる。1952年3月に到り右腎部，右胸部，腹壁，’右腋

窩等の皮下に小豆大の腫瘤を触知し，これらが漸次増

大するので同年5月丸田外科よりレ線治療の目的を以

て当科へ送られて来た。当時腫瘍は第1図に示す如く

大小不同の8箇で，小豆大から小指頭大に到るもので

　　　　　　　　第　1図
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第1表
照射順位 1 ∬ 皿 w v 、1

照射部位 右腎部 上腹部 右乳房下部
．i馳Ai11…1－『

ｶ腎部 右頸部 右轡部
照射期間
i日／月） 7ハト25ハ1 26ハ1～15M｜ 16／、F4ハ∬ 19パW～19／R

17／K－7／X 8／X～23／X

照射線量
@（r）

3000 3400 3200
一一ゴビ」

@　3100 3200 2400

@　「［チイi）叶　一 130
一

　　w～A

一 A一

は，皮膚を通して青黒い色調が見られ，掘指頭大に達

すのものでは，この色調は失われ古色を帯びていた。

　患者は食慾不振を訴えていたが，全身状態は良好で

あつて，．㎡L液所見は1Ll血．球7800，赤nlt：球420万，］‘L色

素てS　tlhli）79％を算し，「’1ψL球型には特に異常は認め

られなかつた。そこで6月7日より次の如き照射条件

を以てレ線治療を開始したn

　照射条件　fi、欄（電圧160KV，　管球循：流2・51nA，

濾過板0．5〔！tレ1－1．0人｜，皮膚焦点間距閲ii　30〔lln，　！！（’t射

．野6×80m，毎分レ線量15’，1回線景200r，　照射

間隔1日

　　照射部位，照射’順位，同一部位の照射にコ）＞iした日

数，照」射線騒糟；は第1表に’］□．たq

　脈瘍は此の程度の具（｛射線量にては殆んど縮・」・するこ

となく，照射後一時腫瘍σ）増大は抑制されたかと思わ

れたが，やがて漸次増大する傾向が認められ，．目，つ照

射期間中にも次々と他の皮膚面に多発し，照jA］開始後

5箇月では第2図に示す如く，胡桃大から更に鶏卵大

　　　　　　　　　　第2図
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に達するものを多数認めるに到つた。上腹部のレ線治

療r帥こナイトロミンを三日間の間隔で第1回35m9，第

2回45m9，第3回50mg，合計130m9を使用したが，

それによる効果も特に期そ昔出来なかつた。

　皮膚レ線照射に対して異常な敏感さを示し，1000rを

越えると間もなく暗赤色の強い蒲色と共に，皮膚乾燥

と療痒を訴え，第1i表の線量以，仁を照射する覇1は不可

能で麦、つた。ナイトロミン使用中の照射部位である上

腹部と，使用

直后の照射部

口1である右乳

房下部は，殊

に暗赤褐色の

色i素沈・情が，

他の照射部位

に比して町1・期

に且強く現れるのが注日された。　これらの二部は照

亦！終了后，照射野の一部の表皮が剥脱／．，堕にその部

が湿潤するに到つた。：μこの盾これ等の皮膚障碍・の・険i夏

と共に照射野に一致して，漸次i彌蔓性に色緊の脱失す

るのが見られたe　白斑の現れた当初はよく注意しな

いと判らない将度であつたが，約2週間後には照射野

に一致1、，略均等に色素の脱りこによる白斑が形成ざれ

た。右乳房下部のE11）llliは上腹部のド川［Vこ比べると幾分

色素脱失の程度が低く，白斑の下部は照射野｝こ明確に

一致しているが，上部は照射野の略中央部で明かな境

界をつくることなく，健康皮膚面に移行している。上

腹部の白斑が川来て問もえパ第3図に示す如く，左腋

窩部，顔面，鰍部等に肉眼彫1には1：腹部の白斑と．；ヅ

同程度の島興伏の散発ピ1泊斑を認めた。左柊部及びfi

頸部の照射部位にも上皮のICc｜1悦と湿潤は見られたカミJ

白斑の形成を認めることは出来なかつた。左轡部のレ

線照射期間中から患者の衷弱が顕著となり，浮肺の川

現を見た。この頃翻it症状が箸明とな1），「’ll耐求3600，

　　　　　　　　　第3図
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赤IIIL球280フあ』‖L色素（S：Lhli）45％を示した。又心

尖部に於て収縮期，拡張期共に雑音が聴かれた。1952

年11月14日，右特部にレ線治療続行巾，患者は，LLI臓ば

弱により死亡した。

　　　　　　皮膚腫瘍の組織学的所見

　其の実質｝泊督接した多角形の細胞と網のやうに連絡

する紡錘状乃至昆芒状の色素含孝漸胞の集団か境覧立

する。前者はヘマトキシリンに淡染する大ぎな核を有
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し，其の内のあるものは亦色索を含有するe後者も亦

その形大きくメラニソ色素を満喫している。これらの

両細胞間には移行型も見られる。間質は甚だ乏しく膠

質結合織の血管より成り，小円形細胞多核白通L球等が

これに雑つている。

　この場合に於ける表皮との関係は明かではない。色

素含有細胞は大部分紡錘形をなして黒色肉腫の所見を

呈している。

　　　　白斑部の肉眼的及び組織学的所見

　肉限的には照射野に一致した矩形の白斑と健康皮膚

面との境界は鮮鋭で，白斑辺縁の健康皮膚面には暗褐

色の色薬沈着が見られ，白斑内部にも斑点状に軽度の

色素残存が見られる。

　組織学的には角化層は板状を暴して薄くなり，類粒

層は3乃至4層からなりケラトーピアリン願粒はあまり

著明ではない。棘細胞層は数層よりなり主として多角

形を呈し，クロマチンに比較的乏しい円形乃至類円形

の核を有し，細胞間橋も判つきりせず，排列も乱れて

いる。基底細胞腰は全く扁平化し細胞は空胞変性を示

し核はピクノーゼを呈している。細胞の排列は比較的

規則正しい。全基底紬胞に恒つてメラニン璃粒は殆ん

ど消失して，その存在を認めることは因難である。

　組織学的には上記の右乳房下部の白斑の所見と他の

部の自斑の所見との間に大差は認められない。

　　　　　　　　　考　　　　．按

　後天性白斑の成因に関しては，副腎又は甲状腺等，

内分泌機能の失調を説く者とか，或ひは植物神経系の

機能異常を説く者等数多あるが，これらの人々の把握

する処は白斑形成の化学変化以前の過程であつて，白

斑形成の本質ではない。過程の把握であるから従つて

数多くの可能性があり得る理で，而もそれ等が悉く白

斑形成に到る過程に於て書実である鄭も亦可能であり

得る。

　白斑形成の窮極の機序はあらゆる生休内新陳代謝と

同様に化学的変化以外とは考えられず，従つて白斑の

成因の一ラ亡的把握は，結局化学的立場に於てのみなさ

れなければならない。吾々は以下化学的立場から此の

白斑の成因に関して考按を試みる。

　本症例に於ける上腹部及び右乳房下部の白斑は，レ

線照射野に一致して発現した事により，明かにレ線照

射がその誘因と老えられるが，レ線照射を行わない身

休の他の部にも散tJE的に小範匪iの白斑を続発したの

は，全身的に白斑を生じ易い状態に置かれていたと考

えるのが妥当であろう。叉全照射部位が同一の照射条

件に於て略同線量宛の照射を受けているにも拘らず，

照射部位に生じた自斑はナイトロミソ使用申及び使用

直盾の二回に限られている。照射部位以外に散発した

白斑も亦ナイトロミン使用后に認められている。これ
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等の事実は本症例の白斑生成の上にナイトロミンの強

い影響を暗示しているものと云える。　　『　　・

　元来白斑は皮膚叉は粘膜の基底細胞に於けるメラニ

ソの消失又は減少により生ずるものであるが，このメ

ラニンは一般に生体中のメラニン母質が，生休の主と

して酸化還元系の作用を受けてメラニンを生ずると考

えられている。

1此の症例の如く黒色肉腫が全身到る処に多発してい

る場合は，腫瘍生成に際してi多量に且強制的にメラニ

ソ母質が，腫瘍のメラニンに転化されるものと考えら

れる。　Leaはナイトロヂエンマスタードはドr－一パー

が自己酸化によつてメラニンになる道程を，強力に促

進するものなる＄・を築験的に証明している。

　この作用はナイトロミソに於ても考えられる事で，

吾々の症例に見る如くナイトロミ’ン注射中及び直后の

レ線照射部位に，殊に強く色素沈着があらわれたの

は，これを実証していると云えよう。従つ，f腫瘍のメ

ラmンと，1倹?ﾆ射によるメラニソとの二つの異なつ

たメラニソ生成過程によつて，消i費されるメラmン母

質は極めて×量にのぼつたものと推察される。以上の

理由でメラニン母質の極度の減少若くは消失によつ

て，全身的に白斑を生じ易い状態に置かれていたもの

と考えることが出来る。次に何故に照射野に一i致した

白斑を生じたかと云う問題であるが，レ線が生体に照

射されると，イオン化と励起によつて02，0a，　H202，

HO3，等の強い酸化力を持つ物質を生じ，これらの酸

化剤はメラニソの生成を助けると共に組織を強く酸化

する。更にナイトVミソが此の酸化作用を助長する事

は充分に考え得る鐵である。此の様に強い酸化を受け

た組織の成分は，それ自身還元剤としての作用を持つ

に到るであろう。レ線照射によつて生じたメラ：Yh：

レ線照射終了后，被照射組織の還元作用により，元来

存在した皮膚のメラnンと共に還元されて，徐々に白

斑を生じたと考えれぽ何故に照射野に一致して白斑を

生じたかを説明する書が出来る。

　かくの如く本症例はたまたま黒色肉腫患者にナイト

ロミソを使用し，更にレ線照射を行つたという三種の

特殊の条件が重つた事により上述の如き白斑を生ずる

に到つたものと推論される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lt
　　　　　　　　　結　　　　語

　吾々は全身皮下に多発せる黒色肉腫患者にレ線照射

を行い，照射部位に白斑を生じた一例を経験した。

　患者の皮膚はレ線に対し鋭敏であつて，照射レ線総

量leOOrにして既に暗赤色の蒲色と共に療痒を訴え，

皮帽乾燥を認めた。従つて3400r以上を照射すること

は困継あつた。勿輸斯の如きレ線量セこて腫瘍の縮小

は期待出来なかつた。

　藷明にして広節閉の白斑はすべて照射部位に出現し
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たものではなく，照射と共に併用したナイトロミンの

使用申，叉はその直後の照射部位に限られている。従

つて白斑の出現は，レ線照射による直接の影響の外に，

ナイトロミソの作用も関与しているものと推測され

る。吾々はこれに関して若干の考察を試みた。
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metabo｝isnm．　Synnbosiunn　on　ra　diobiology．1952・　・

18）IR，　F、　Nigrelli・　M・G・・d・n・Th・ユnversi・n　ancl

cell　・eplantment・f。・・pis・mellt・d　ne・Plasti・g・・wtb

by　a　second，　i・・nd　m・re　malig1〕…1t　t・yp・・n　ex｝）e「1－－

inent・al　f　isehert．Brit．」．　of　CancGr．5．1　：1951・

特発性喉頭祠経症について
　　　　　　　　　昭和28年8月14日受付

　　　　　　　日赤本部諏訪病院耳鼻咽1喉i科

　　　　　　　　岸　　　　澄　　　三

On　七he　Idiopa七hic　工」arアngoneurosis

Department　of　Otorhinophflryngolaryngeology，　Suwa　Hospita1，　Jal）an　Red　Cross　Society

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sumizo　　　：Kis］’i

　The　clinieal　observation　was　made　on　16　eases　of　Sdiopa七hic　laτyngmeロo§is　and　following

1・esults　、vere　obtailled．

The　m・rbidity・a・th・・e・tim・・…freq・・nt　im・・m・n・than　i⑪ap　・nd　i七・high°st　z’ate

was　seen　in　20－40　years　of　age　agains七the　usual　report　which　saYs　the　mos七　f’requent　ocezzl’一

工ence　bxists　in　the　chmacteric　pGriod．　　　The　reason　why　so　many　cases　were　seen　1〕エ　sl）「lng

and　summer　was　not£U　lly　understood．　　The　chief　complaiコlts　weコニe　feeling　of　foreign　body，

dryness　and　itching　of　the　throat．　　工he　rate　of　Ascariseggs　found　in　stool　examination　w｛xs

lower．　　The　pathogeuesis　of　the　disease　is　still　o｝）scure　and　there　have　been　xio　↑hera・pics

reliable，　so　I　think　tha七i七should　be　studied　also　f　rom　the　l）oin七〇f　I）sychological　views．

　　　　　　　　ま　え　が　き

　喉頭の異物感，疲痒感，狭窄感等を訴えるに拘らず

他覚的に喉頭に何等病的所見を示さないものを喉頭神

経症と称せられているが，従来舌根扁桃腺肥大により

咽喉頭部に異常感を覚えるもの，喉頭蓋の遊離縁が舌

根部に接触することによつて異常感を発するもの，喉

頭の軽度炎症により蟻走感，癌痒感を示すもの或は食

道の岬性離に基くもの等をも働㍉神経痴こ総括せ

られているが，これ等器質的変化を全然倣如した特発

性（本態1生）喉頭神経症とも称すべきものはその原因


